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【科目】解析学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科／電気工学科・4 年次
【担当教員】

斎藤 斉

【授業目標・教育方針】
・関数の連続性について理解し、具体的な問題を通して連続性の説明ができること。
・テイラー展開・マクローリン展開が求められること。
・多変数関数の微分法が理解でき、その応用として極値問題が解けること。
・重積分の定義が理解でき、変数変換等を用いて具体的な計算ができること。
・重積分を用いて、曲面積や・体積および図形の重心を求めることができること。
・基本的な級数の収束・発散の判定ができること。
・その他、解析学に関する基礎知識を得る。

【授業概要】
関数の極限と連続性について理解を深める。
テイラー展開・マクローリン展開を学び、具体的な関数の展開を求められるようにする。多変数関数の微分法を学び、
逆関数の定理の理解を図る。
重積分の定義を理解し、変数変換等を用いて具体的な計算の習熟を図る。
級数の収束・発散の判定がついて学習し、また収束半径について学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：上村　豊・坪井堅二　著：「微分積分学」開成出版
参考書：藤田　広　著：「大学の微積分 I」「大学の微積分 II」岩波書店
　　　　ハイラー・ワナ－（蟹江幸博訳）解析教程　上・下　シュプリンガー・フェアラーク東京

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【メッセージ】
3 年次の数学 AI・AII を踏まえて、より深く微分積分学を学びます。将来を見据えてしっかり学習して下さい。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：解析学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回－第 3 回 関数の極限と連続 実数の上限・下限　
関数の極限値
関数の連続性

1 回

第 4 回－第 7 回 不定形の極限とテイラー・マク
ローリン展開

ロピタルの定理と不定形の極限値
テイラー・マクローリンの定理と展開

2 回

第 8 回－第 15 回 多変数関数の微分法とその応用 高次元ユークリッド空間と多変数関数
多変数関数の微分法
多変数関数の極値問題
中間試験

2 回

第 16 回－第 20 回 定積分と特殊関数 定積分と区分求積法
広義積分
ガンマ関数とベータ関数
その他の特殊関数

2 回

第 21 回－第 27 回 多変数関数の積分法とその応用 重積分と変数変換
曲面積
広義積分

2 回

第 28 回－第 30 回 級数の収束・発散と収束半径 級数の収束
べき級数と収束半径

1 回
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